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　 愛荘町立ハーティーセンター秦荘

情報発信中

・ハーティーセンター秦荘
・歴史文化博物館

・近江上布伝統産業会館

・愛知川びんてまりの館

☎0749－37－4110
☎0749－37－4500

☎0749－42－3246

☎0749－42－4114

休  館  日
開館時間
休  館  日
開館時間
休  館  日
開館時間
休  館  日

 月曜
10：00～17：00
 月・火・祝日の翌日
10：00～17：00
 月・祝日
10：00～18：00
 月・火・毎月最終水曜・祝日

祝日に当たる場合は
翌日以降の平日（ 　 　　 ）

ぶんか
　出演予定バンド　
♪JUNBOKU
♪LANDS
♪ベスト フレンド
♪Reflection
♪シャイニングス
♪三線サークルちゅら
♪Melodious♫

♪野洲高校軽音楽部
♪MuraMatsu-Re
♪Bad Middles
※ 変更になる場合がご

ざいます。
※ 演奏順番はホームペー

ジをご覧ください。

ハーティー マンスリーコンサートハーティー マンスリーコンサート

　地元を中心に活動する10バンドが、熱気あ　地元を中心に活動する10バンドが、熱気あ
ふれるパフォーマンスをお届けします。J-POPふれるパフォーマンスをお届けします。J-POP
やハードロックなど、さまざまなジャンルを一度やハードロックなど、さまざまなジャンルを一度
に楽しめるボリュームたっぷりのライブです。ぜに楽しめるボリュームたっぷりのライブです。ぜ
ひ、会場で熱いエールをお送りください。ひ、会場で熱いエールをお送りください。

　音楽好きが、とにかく楽しく演奏するコンサートです。ジャンルも
いろいろ、歌あり演奏ありの60分。気軽な気分でお越しください。

日　　 時 令和７年３月２日（日）　10：00から
場　　 所 ハーティーセンター秦荘　大ホール
入 場 料 無料　全席自由

日　　 時日　　 時 令和７年令和７年２２月月2222日（土）　日（土）　10：00から11：0010：00から11：00
場　　 所場　　 所 ハーティーセンター秦荘　大ホールロビーハーティーセンター秦荘　大ホールロビー
入 場 料入 場 料 無料無料

※出演者は変更になる場合があります。※出演者は変更になる場合があります。
※�アルミ缶やペットボトルキャップ・使用済切手が※�アルミ缶やペットボトルキャップ・使用済切手が
あればお持ちください。福祉作業所の運営資金にあればお持ちください。福祉作業所の運営資金に
させていただきます。させていただきます。

• SHUTO-SAN
• BadMiddles　Mini
• KIKODUO

ハーティーわかあゆ LIVE!! 2025ハーティーわかあゆ LIVE!! 2025

この他にも計画中です。
開催時期が変更になることもございます。
詳しくは追ってお知らせします。

★ハーティーまるしぇ… …………………………… ４月
★ハーティーマンスリーコンサート…… 4・5・6月ほか
★愛荘むら芝居『愛知川蝸牛庵』… ……………… ６月
★第13回お笑い七夕ハーティー寄席……………… ７月
★第11回あいしょう絵画展………………………… 7月
★子ども向けダンスイベント… …………………… ９月
★第20回愛荘町文化協会総合発表会… ………… ９月
★愛荘町音楽祭2025………………………………11月
★はーてぃーシネマvol.3……………………………未定
★わかあゆLIVE‼2026……………………………未定

令和７年度も令和７年度も
開催しますよ！開催しますよ！

　令和6年度ミニ企画展「愛荘町の昔の道具展」を2月11日から3月16日まで開催します。その展示資料のうち、今回
は「雛

ひ な

人形」について紹介します。
　3月3日は、ひな祭りです。現在では、女の子が健やかに成長しますように、そして、幸せでありますようにという、
あたたかい思いが込められています。しかし、かつては雛人形をその子の身代わりと考え、どうか災いが降りかかり
ませんようにと祈る思いが込められていました。
　ひな祭りは「上

じ ょ う し

巳の節句」ともいい、起源は古代中国の祓
は ら

いの儀式とされています。古来中国では、上巳（3月最初の
巳の日）のころは季節の変わり目で、災いが入りやすいと考えられていたため、その日は水辺で穢

け が

れを落とし、草で穢
れを祓う風習がありました。これが魏の時代（220年～265年）になって3日となり、日本に伝わりました。
　その後、日本では平安時代になると宮中などで、和紙や草木で作った人形に体の邪気を移し、海や川に災いを流す

「流し雛」が生まれ、日本独自の行事へと変化しました。
　また、同時代には、祓いや禊

みそぎ

に用いた「人
ひ と が た

形」とは別の小さい人
にんぎょう

形に着物を着せたり、色々な調度を整えて飾ったり
する「雛遊び」が貴族の女の子の遊びにありました。

　このように、祓いと禊の儀式、それに用いた人形と雛遊びで使
われた人形が長い月日の間に重なり合い、江戸時代中期に私たち
が知るひな祭りになりました。
　本展示では、雛人形のように願いが込められた民具のほかに、
先人の知恵や工夫がされた民具も展示します。
　場　所：歴史文化博物館
人形師　福田 東久著『雛まつり　親から子に伝える思い』（株式会社近代映画社、2007）

【監修】岩井 宏實【編】工藤員功【作画】中村 啓治『絵引民具の事典』（河出書房新社、2008）
編　日本民具学会「日本民具事典」（株式会社　ぎょうせい、1997）
新村 出著編「広辞苑　第五版」　（岩波書店、1998）
佐藤 信弥『古代中国王朝史の誕生―歴史はどう記述させてきたかー』（ちくま新書、2024）
萌文書林編集部　編『こどもに伝えたい年中行事・記念日』（萌文書林、1998）
いとよし著『季節の行事といまどきのしつらえ手帳』（株式会社エクスナレッジ、2024）
是澤 博昭著『子供を祝う端午の節句と雛祭』（淡交社、2015.）

愛荘町の昔の道具展愛荘町の昔の道具展令和６年度
ミニ企画展

愛知中学校卒業展愛知中学校卒業展
　今年で10回目となる愛知中学校卒業展です。３年生の立体作品
や１・２年生の絵画作品など、様々な作品を一堂に展示します。

会　期：令和７年２月２日（日）～2月28日(金)
場　所：びんてまりの館企画展示ギャラリー、視聴覚室
時　間：10時～18時
休館日：月、火曜日、2/23（日・祝）、2/26（水）
主　催：愛知中学校、愛知川びんてまりの館・愛知川図書館

▲第９回（令和５年度）の会場風景
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